
選択理科(補充)学習指導案
日立市立平沢中学校

本授業の仮説 個々の実態の把握が十分にでき、個に応じた学習計画を立てることができれ
ば、生徒は意欲的に学習でき、個々の力を十分に伸ばすことができるであろう

１ 題 材 物質の性質と状態変化
２ 題材設定の理由
講座開設に当たり、既習内容から苦手な分野についてアンケート調査を行った。その結果を

受け １年生の学習内容から 光と音の性質 力と圧力 物質の性質と状態変化 地層と化石(地、 「 、 、 、
震を含む)」の講座を設定した。その結果、男子８名、女子９名、合計１７名がこの「物質の性
質と状態変化」という講座を選択してきた。また評価については、昨年度までの意欲や思考、
技能・表現に加えて、知識・理解(学力の定着度)を「小テスト」と「まとめのテスト」を使っ
て数値でとらえ、その結果を指導に生かしていきたい。
３ 目 標

観 点
達 成 目 標

技能・表現 知識・理解関心・意欲・態度 科学的な思考
○自ら課題を設定し、あるいは与えられた課題に関心 ◎
をもち、意欲的に取り組むことができる。

○実験結果から規則性を導き出すことができる。 ◎ ○
○実験器具を的確に操作したり、実験の結果を分かり ○ ◎
やすく表現することができる。

○既習内容が理解できる。 ◎

４ 授業の構成
この授業を始めるに当たり、小テストを実施した。そ

の結果は、右表のようになった。４問すべての問題につ
いて８割程度の理解度の生徒が２名いるが、それ以外の
１５名は全般的に理解度が低いため、一斉授業の形態を
取り、右表の項目の学習内容で授業を行うこととした。
しかし、通常の授業と同じ教材を使っては生徒たちの興
味・関心も薄れやすいため、できるだけ教材を工夫した
い。また、この学習を進めるに当たって、生徒同士の人
間関係にも注意していきたい。十分に耕された人間関係
の中では、自分の課題を素直に表現し解決することがで
きる。そのような人間関係を土台としてこの授業を構成
していきたい。
５ 学習計画（６時間扱い）
第１次 小テストの実施とその結果に基づいた学習計画作り １時間
第２次 学習計画に沿った学習 ４時間

第１時 物質の分類 １時間
第２時 物質の密度 １時間(本時)
第３時 物質の融点・沸点 １時間
第４時 物質の分離(蒸溜) １時間

第３次 まとめのテスト １時間

小テストの結果(17名実施,単位:人)

項目 ◎ ○ △ ×

物質の分類 ２ ５ ９ １

物質の密度 １ ５ ８ ３

物質の融点 ０ ３ ８ ６

物質の分離 ０ ４ ３ １０

記号は次のような区分になります。
◎満点，○８割程度，△５割程度
×２割以下の理解度

本 時 の 評 価 の 観 点
関心・意欲・態度 科学的な思考 技能・表現 知識・理解

密度の意味や計算方 密度の考え方が理解 物質の性質を調べる 密度の計算ができ
法を理解しようと努力 できる。 ための実験方法を考 る。
する。 え、器具の操作ができ

る。

６ 本時の指導
()目 標1
○ 密度の意味や計算方法を理解しようと努力する。
○ 密度の考え方が理解でき、計算することができる。
○ 物質の性質を調べるための実験方法を考え、器具の操作ができる。
()準備資料2
プリント、ノート、密度測定のための実験用具一式、電子卓上計算機

()展 開3 （○は、支援・配慮、●は、評価）

予想される活動・内容 教師の支援・配慮と評価の観点

１ 本時の学習課題を確認する。 ○本時の課題を確認する。

密度の計算をマスターしよう

２ 密度の考え方、計算方法につ ○密度の定義、考え方を１㎝角と３㎝角のサイコロを使って
いて確認する。 確認する。
密度 １㎤当たりの質量 ○３㎝角のサイコロの中には１㎝角のサイコロが２７個入る

物質の質量 ことを使って密度の計算方法について説明する。
物質の体積 ● 密度の考え方 計算方法が理解できたか (生徒のノート)、 。

３ 密度測定用体(金属)を使って ○それぞれについて確認しながら実験を進めるよう指示す
密度の測定をする。 る。
① 体積の測定 ○体積の測定方法について確認する。

・メスシリンダーの目盛りの読み方
・メスシリンダーへの金属の入れ方

② 質量の測定 ○電子天秤の使い方を確認する。
・０点調整の仕方

● 実験器具を正しく操作できたか。(観察)
③ 密度の計算 ○測定した値を計算式に当てはめ計算をさせる。このとき、

生徒同士に計算式が合っているかどうか確認させる。
● 測定した値を計算式に代入できたか。(ノート)
○計算式ができたら、計算が苦手な生徒にも確実な計算がで
きるように電子卓上計算機を使って計算させる。また、四
捨五入などの計算後の処理の仕方についても具体的に指示
していきたい。

● 計算処理ができ、計算後の処理ができたか。(ノート)

４ 実験器具の片付けを行う。 ○ 互いに協力しできるだけ効率よく片付けられるよう指示
する。

５ 簡単な問題を解く。 ○ できるだけ単純な問題を２問用意し、ここまで学習した
ことを使って計算させる。

。○ 黒板を使って計算の仕方を確認しながら解答解説をする
● 計算式を使って計算できたか。(プリント)

６ 次時の予告を聞く。 ○ 次時の学習内容を確認し、プリントを使って自主学習を
進めておくように伝える

密度＝


